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 １ 育ちの連続性を重視した「生きる力」を育む教育の推進 

  (1) 「確かな学力」の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

① 学力向上の推進 

   ② 国際化に対応する教育の推進 

   ③ 理数教育の充実 

   ④ 情報活用能力の育成 

  (2) 「豊かな心」の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

① 体験教育の推進 

   ② ふるさと意識を醸成する教育の推進 

   ③ 道徳教育の推進 

   ④ 人権教育の推進 

   ⑤ 防災教育の推進 

  (3) 「健やかな体」の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

① 体力・運動能力向上の推進 

   ② 食育の推進 

   ③ 健康教育・安全教育の推進 

  (4) キャリア教育の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

① 体系的・系統的なキャリア教育の推進 

   ② 社会に触れる機会の充実 

  (5) 特別支援教育の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

① 連続性のある多様な学びの充実 

   ② 一貫性のある支援体制の構築 

  (6) 幼児期の教育の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

① 幼児期における教育の質の向上 

   ② 開かれた園づくりの推進 

 

『 構 成 』 

  数字1～3：基本方針 

 （ ）数字：基本的方向 

  ○ 数字：施策 



 ２ 一人一人の個性を生かした子どもたちの学びを支える環境の充実 

  (1) 教職員の資質・能力の向上と働き方改革の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

   ① 教職員の資質・能力の向上 

   ② 教職員の働き方改革の推進 

  (2) 学校の組織力の強化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

   ① 管理職の確保・育成 

   ② 生徒指導における組織的取組の推進といじめ等問題行動・不登校への対応 

  (3) 教育環境の整備・充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

   ① 安全・安心な教育環境の整備の推進 

   ② ＩＣＴ等の先進的な学習基盤の整備 

   ③ 就学支援の充実 

   ④ 少子化に伴う今後の学校のあり方の検討 

  (4) 家庭と地域による学校と連携した教育の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

   ① 家庭の教育力の向上 

   ② 地域の教育力の向上 

   ③ 安全・安心な居場所づくり 

 

 ３ 人生100年を通じた学びの推進 

  (1) 主体的に生きるための学ぶ場の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

   ① ライフステージに応じた学びの充実 

   ② 地域文化の継承と創造 

  (2) 文化財等の地域資産の活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

   ① 文化財の保存活用 

   ② 「ふるさと教育」の推進 

  (3) 生涯スポーツ等の推進と環境づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

   ① 健康寿命の延伸 

   ② スポーツ等による地域活性化の推進 

 



 

 

は じ め に 

 
  佐用町と佐用町教育委員会は、平成22年度に策定した「第１期佐用町教育振興基本計画」、平成26年

度に策定した「第２期佐用町教育振興基本計画」の進捗状況とその評価を踏まえるとともに、新たに基本

理念を実現するための基本方針を３つに集約し、令和 2 年度から令和 6 年度までの５か年間の「第３期

佐用町教育振興基本計画」を令和 2 年３月に策定しました。その理念は、第１～３期ともに「夢ある教

育 きらめきプラン（佐用の明日を担う、こころ豊かな人づくり）」として、夢や希望をもち、いきいき

とかがやきながら活動する子どもをイメージし、表現しています。変化の激しい社会の中で、社会的自立

に必要な能力等を育成し、将来の夢や目標をもちながら、それに向かって進みはばたいていく力の育成を

目指しています。 
「佐用の明日（あす）を担う、こころ豊かな人づくり」には、思いやりの心やふるさとの自然や伝統文

化を大切にし、生涯を通じて“ふるさと佐用”を愛する心をもち、広く社会に貢献できる人に育ってほし

い、という願いが込められています。 
  令和３年度においては、「第３期佐用町教育振興基本計画」に基づき、令和２年から続いている新型コ

ロナウイルス感染症の影響を一層受ける中、本計画の初年度となる令和２年度に実施した教育委員会の活

動状況を報告し、夢ある教育きらめきプランの基本方針に関わる基本的方向（13項目）・施策（35施策）

を単位として点検・評価しました。 
  この点検・評価結果につきましては、３人の外部有識評価員から意見を得ることによって客観性を担保

するとともに、説明責任を果たすため、町議会へ報告し、広く公表することとします。 
 
 
１．趣旨・位置づけ 

  佐用町教育委員会（事務局：教育課・生涯学習課）は、効果的な教育行政の推進と説明責任を果たすた

め、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31 年法律第162 号）第26 条の規定に基づき、教

育委員会の事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を実施しました。 
  その点検及び評価結果の客観性の向上を図るため、外部有識者評価員からの意見を聴取しました。 
 
２．対 象 

  点検及び評価は、令和２年度に実施した教育委員会会議及び教育委員の活動状況並びに教育委員会の権

限に属する事務の管理及び執行の状況を対象に実施しました。 
 
『評価基準』 
達成状況を４段階で評価し、該当する達成段階に応じてA～Dまでを記入しました。 

  達成段階             達成段階の点数化 
A：目標を上回った。      90点以上100点以下 
B：ほぼ目標どおりだった。   70点以上89点以下 
C：目標をやや下回った。    50点以上69点以下 
D：目標を大きく下回った。    0点以上49点以下 

 
３．構 成 

 第１章 教育委員会の活動状況 
   令和２年度の教育委員会会議及び教育委員の活動状況を記載しました。 
 第２章 点検・評価の結果 
   「夢ある教育 きらめきプラン（佐用町教育振興基本計画：令和元年度策定）」に掲げる基本方針に

関わる基本的方向（13 項目）・施策（35 施策）を単位として、その進捗状況の点検・評価を実施しま

した。 
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   点検・評価に当たっては、各施策の主な取組を示すとともに、各施策の達成状況及び成果と課題をま

とめました。 
 
４．外部有識者評価員 

 
岡  野  俊  昭 教育に関し学識経験を有する者 元高等学校 校長 
蔭  木  早  苗 同 上 元小学校 校長 

  岸  井  春  乘 教育に関し識見を有する者 図書館協議会 委員長 
 
 

【参 考】 

○ 教育基本法（平成18年法律第120号・全部改正） 
 
 （教育振興基本計画） 
第17条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する

施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、こ

れを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 
２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の

振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 
 
 
○ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号。平成 19 年法律第 97 号・全部

改正） 
 
 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 
第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任された事

務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に

提出するとともに、公表しなければならない。 
２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活

用を図るものとする。 
 
 
○ 佐用町教育振興基本計画（令和元年度策定） 
 
第１章 策定にあたって 
 １ 策定の趣旨 
  (1) 策定にあたって 
    令和元年度中を改定期間とし、改定にあたっては、学識経験者や教育関係者、住民代表からなる

第３期佐用町教育方針策定委員会を組織した。 
    本計画の対象期間は、令和２年度から令和６度までの５年間であり、進捗状況については、毎年

の教育委員会評価等において検証していく。 
    第３期佐用町教育振興基本計画では、国及び兵庫県の計画との整合や時代の変化等を踏まえて検

討することとする。 
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第1章  教育委員会の活動状況 
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教 育 委 員 会 の 活 動 状 況 

 

【背 景】 

  教育には、①政治的中立性の確保、②継続性・安定性の確保、③住民の意向の反映、また、教育行政に

は、首長との連携を図りつつ、①首長からの独立性、②合議制、③住民による意思決定が求められており、

これらを背景に、教育基本法を教育の根本法として、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、

佐用町教育委員会を設置（第２条）し、教育長と４人の教育委員をもって構成している。 
 

【令和２年度の教育委員会等の活動の状況】 

  佐用町における義務教育の質を高め、児童生徒や保護者、住民の義務教育に対する信頼を確保する上で、

教育行政を担う教育委員会の役割が益々重要となっている。 
  このため、定例教育委員会の会議開催に加え、早急に協議すべき事案が生じた場合には、臨時の教育委

員会を開催するなど、教育行政を取り巻く課題等に対して柔軟な対応を図るとともに、学校教育現場への

訪問を通じて、その実情の把握や教職員からの意見聴取など、それぞれの教育委員の見識を発揮しながら、

教育委員会活動の更なる充実に努めた。 
  また、教育行政全般にわたる透明性の確保と説明責任を果たすため、総合教育会議や教育委員会会議を

公開し、その内容を町ホームページに掲載するなど、第３期佐用町教育振興基本計画取り組み状況の公表

に努めた。 
 

【令和２年度の教育委員会の主な活動実績】 

 １．教育委員会会議 

  (1) 定例・臨時教育委員会の開催 
   ① 定例教育委員会会議の開催 
     定例教育委員会の会議は、教育長が原則として毎月招集・開催し、義務教育行政全般や学校教育

に関する重要事項等を審議した。（開催回数：12回） 
     臨時教育委員会の会議は、佐用町教育長職務代理者の選任及び佐用町教育委員会委員の辞職の同

意について、委員の意向を確認した。（開催回数：２回） 
   ② 定例・臨時教育委員会の公開 
     公開とした教育委員会は、12回で、傍聴者数は３人であった。 
   ③ 教育委員会会議の審議内容 

○ 議案審議 
      うち ・職務代理者の選任、主要事業の審議、規則等の制定・改正、   20件 

・教育委員会評価  １件 
・その他（要保護・準要保護の認定、小・中学校教科用図書採択、心身に障がいがある 
     児童･生徒の適正就学、文化財の指定解除）  7件 

○ 協議報告事項 
教育委員会評価、主要事業に関する報告、新型コロナウイルスへの対応、総合教育会議に関す

る調整、学童保育、子育て支援事業、会議等の出席に関する調整、議会に関する事項、連携教

育の推進に関する事項、校長会に関する事項、不登校児童生徒に関するガイドライン策定、職

員の働き方改革に関する方針の策定、生涯学習計画、その他  54件 
   ④ 管理職選考に係る面接他   ２回 

(2) 会議録の公表  
     会議録の申請による閲覧については、令和２年度はなかった。 
     なお、町ホームページにおいて、会議録を公表している。 
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   (3)  教育委員会広報「教育さよう」の発行（年３回） 
２．総合教育会議／構成：町長、教育長及び教育委員（４人） 

  (1) 会議の開催 
   ① 定例・臨時会議の開催 
     定例会議は、町長が、原則として年２回招集・開催し、教育行政全般にわたる重要事項・主要事

業等を協議・意見交換した。（開催回数：２回） 臨時の会議は、令和２年度はなかった。 
   ② 定例・臨時会議の公開 
     公開とした会議は２回であったが、傍聴者はなかった。 
   ③ 会議の協議内容 
     教育行政（生涯学習含む）・子育て支援事業等に係る主要事業・進捗状況など 

(2) 会議録の公表  
     会議録の申請による閲覧については、令和２年度はなかった。 
      なお、町ホームページにおいて、会議録を公表している。 

 
３．小中学校への訪問及び教職員の意見聴取 

  (1) 小中学校への訪問 
    教育委員４人、教育長、教育課長、教育推進室長及び学校教育指導主事が各小中学校へ訪問し、佐

用町教育委員会の重点施策、指導の重点等について確認した。 
学習指導要領に基づく教育課程の編成・実施の確認、学校評価の適切な実施やその活用、目的加配

教員・特別支援学級担当教員、施設・設備等の現状把握等の適正な配置・運営状況の確認等を行った。 
令和２年度 訪問件数  全小学校（４件）、全中学校（４件） 

 
  (2) 教職員の意見聴取 
    学校訪問時に、上記の訪問目的等に対する教職員の意見聴取を行った。 8件 
 
  (3) 小中学校行事への出席 
    各委員が、町内小中学校の入学式、卒業式、文化祭、音楽会、運動会、体育祭、「トライやる・ウ

ィーク」などの式典・行事に出席した。 
 
 ４．教育施策の推進に係る会議や行事への参加 

  (1) 教育施策の推進に係る会議等 
    教育行政に係る子育て支援事業等の主要事業について、教育委員会で、随時、教育長、教育課長及

び各室長が、その実施状況等を報告した。 
 
  (2) 他市町教育委員会等との交流 

次の大会や研修会に各委員や事務局が出席し、他市町の教育委員会等と交流した。 
① 中・西播磨地区市町教育委員会連合会総会及び研修会    （R２.８. ６／姫路市） 

 
 ５．その他の教育委員会の活動 

① 佐用町立図書館協議会に、教育委員として会議に出席し、図書館の運営に関して館長の諮問に応

ずるとともに、読書活動の推進等についての意見を述べた。 
② 教育委員が、佐用町まちづくり推進会議に委員として出席し、町民参画及び協働のまちづくりの

推進に必要な施策等について審議した。 
③ 教育委員が、佐用町社会福祉協議会評議員として評議員会に出席し、社会福祉協議会の事業・会

計等について審議した。 
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第 2章  点検・評価の結果 
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『評価基準』 

進捗（達成）状況を４段階で評価し、該当する進捗（達成）段階に応じてA～Dまでを記入しました。 
 

  進捗（達成）段階        進捗（達成）段階の点数化 
A：目標を上回った。      90点以上100点以下 
B：ほぼ目標どおりだった。   70点以上89点以下 
C：目標をやや下回った。    50点以上69点以下 
D：目標を大きく下回った。    0点以上49点以下 
 

 

＜評価・点検の概要＞ 

令和３年度に評価した令和２年度実績に対する教育委員会評価については、第３期佐用町教育振興基本計画

（令和２年度～令和６年度）の初年度の点検・評価の報告となります。 

第３期においては、第２期の評価を踏まえた上で、新たに基本理念を実現するための基本方針を３つに集約

しております。 

令和２年度実績に基づく、点検・評価の状況は、次のとおりです。 

 

●[基本方針に基づく基本的方向と施策] 

・点検･評価した１３の基本的方向についてはすべてが、Ｂ評価の「ほぼ目標どおりだった。」で、前年度と同様

の達成となっています。 

・３５の施策については、Ｂ評価の「ほぼ目標どおりだった。」が３５施策（１００％）で、目標どおりの達成状

況となっています。 

・Ｃ評価の「目標をやや下回った。」とした事業及びＤ評価の「目標を大きく下回った。」とした事業は、前年度

に引き続きありません。 

 

【具体的施策の評価まとめ】（３５事業） 

    基 本 方 針     評価 A B C D 
1．育ちの連続性を重視した「生きる力」を育

む教育の推進 
0 18 0 0 

2．一人一人の個性を生かした子どもたちの学

びを支える環境の充実 
0 11 0 0 

3．人生100年を通じた学びの推進 0 6 0 0 

合   計 0 35 0 0 

 
 

教育委員会の事務の管理及び執行の状況 
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１　育ちの連続性を重視した「生きる力」を育む教育の推進
評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○カリキュラム・マネジメントの確立 B

○各教科等における言語活動の充実 B

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 B

○児童生徒一人一人の状況等に応じた指導の充実 B

○「家庭学習の手引き」の活用等による学習習慣の定着に向けた指導の充実 B

○豊かな語学力やコミュニケーション能力を育成する外国語教育の推進 B

○異文化理解の育成とふるさと意識の醸成をめざした国際理解教育の推進 B

○理科、算数・数学に対する興味・関心、学習意欲を高めるた
めの学習指導の工夫

B

○観察・実験、数学的活動を重視した授業改善等の推進 B

〇発達段階に応じたプログラミング教育の充実 B

〇情報社会に主体的に対応しうる情報活用能力(情報モラルを含む)の育成 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○豊かな人間性と健全な社会性を培う体験活動の推進 B

〇持続可能な社会の担い手を育成する環境教育の推進 B

○ふるさとの魅力を再認識する教育の推進 B

〇国や郷土の伝統文化・芸術文化に触れる機会の充実 C

○国や郷土の歴史に関する教育等の充実 B

○他者や自己との「対話」により考えを深める道徳教育の推進 B

○学校・家庭・地域が連携した道徳教育の推進 B

○多文化共生社会の実現をめざす教育の充実 B

〇発達段階に応じた人権課題の主体的解決に向けた教育の推進 B

〇好ましい人間関係づくりに向けた人権教育の推進 B

〇実践的な防災教育の推進 B

○地域と連携した、防災・減災教育の充実 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

B

B

B

B

B

B

B

B

B

　少人数学級が多くなったが、教職員の人数は充実してきてい
る。確かな学力をつけるために、一人一人の状況を把握し指導が
なされている。新しい教育機器や学習方法を取り入れるため、さ
らに研修を深めたい。また、教科別研究授業や公開授業等では、
参加教員も教案を出し合い、より高い教授内容を目指すなど、常
に工夫しあう指導を考えたい。

　コロナ禍の中で制限を受けながら、学校行事の削減を避け、工
夫して実施できているが、影響を受けた項目について、欠落した
教育とならないよう、さらに工夫して補完する具体案の提示が必
要である。また、一層進んでいく少子化、特に町内の児童生徒の
減少は著しい。このことにより、多様な考え方にふれにくい状況
となりつつあり、指導方法について一層の工夫を期待する。

・兵庫型「体験教室」の推進では、コロ
ナ禍で制約があったが、自然学校は例年
の４泊５日を２泊３日に短縮して実施す
るなど、実施可能な活動を通して自然と
人と触れ合う貴重な体験ができた。
・地域のゲストティーチャーや職員によ
る郷土学習が継続できている。
・道徳科については、年間指導計画に基
づき、教科書や副読本を活用した授業が
実践されている。
・防災教育では、地域と連携した防災訓
練を集落ごとに分散させるなど、密を避
けるよう工夫して実施できた。

基本的方向

(1)
「確かな
学力」の
育成

①学力向上の推
進

②国際化に対応
する教育の推進

③理数教育の充
実

④情報活用能力
の育成

B

・小中学校とも基礎・基本事項を定着さ
せるため、日々の家庭学習の点検等、丁
寧な指導を継続している。
・コロナにより全国学力テストが中止と
なり、町独自の学力テストも中止した。
・主体的、対話的な深い学びに繋がる学
習方法について研修し、授業を工夫・改
善する必要がある。
・新学習システム加配教員を有効に活用
し、少人数授業等できめ細やかな指導を
行っている。

基本的方向

(2)
「豊かな
心」の育

成

①体験活動の推
進

②ふるさと意識
を醸成する教育
の推進

③道徳教育の推
進

④人権教育の推
進

⑤防災教育の推
進

B
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評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○豊かなスポーツライフを継続する資質・能力の育成 B

○体力・運動能力向上を図る態度の育成 B

○食に関する自己管理能力を育む食育の推進 B

○学校給食センターと連携し学校教育全体で行う食育の推進 B

○積極的に健康な生活を実践する力を育む保健教育の推進 B

○危機に適切に対応できる力を育む安全教育の推進 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○小・中一貫したキャリア形成を図る取組の充実 B

○社会的・職業的自立をめざしたキャリアプランニング能力等の育成 B

○自然体験、社会体験、就業体験等を通じた機会の充実 B

○地域人材の活用 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○多様な教育的ニーズに応じた指導の充実 B

○通常学級における特別支援教育の推進 B

○特別支援教育を充実させるための教育環境整備の推進 B

○連携による切れ目のない特別支援教育に関する支援の充実 B

○特別支援教育に関する理解・啓発の推進 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

・栄養教諭を複数配置し、食育指導や
個々に応じたアレルギー対応食の献立な
ど、きめ細やかな対応ができている。
・夏休みの短縮に伴い、初めて夏場の給
食を実施したが、食欲のわく献立を工夫
するなど、健康増進に努めた。
・町独自の地産地消・質的向上事業で
は、可能な限り町内産物を使用した。
・感染予防を実施する中で、健康教育・
安全教育への意識が更に高まった。ま
た、各学校とも自主的な予防対策が実践
できている。

　コロナ禍における夏場の給食実施・地産地消の実施等、努力し
推進できており、食育についての学校現場における評価は比較的
高く給食センターとの連携も良好である。地産地消の課題につい
ては計画的生産可能な農業経営者の育成等も必要で農林振興課や
商工観光課との連携など工夫が必要である。

　コロナ感染防止のため、地域の特色ある活動等がほとんどでき
ない状況が昨年度から続いており、学校と地域との意見交換会な
ど開いて具体等を検討してみる必要がある。様々な職業を見聞き
する機会が少ないので、ICTを活用する等により、視野を広げた
教育をしたい。地域の特性を活かした教育も継続したい。

　人材を手厚くする等、多様な教育的ニーズに応じた指導がなさ
れ、各校の評価も高く、支援教育は実績も上がっている。さらに
専門的分野の教員の積極的な指導ができるよう研修を深めてほし
い。

基本的方向

(4)
キャリア
教育の推
進

①体系的・系統的な
キャリア教育の推進

②社会に触れる
機会の充実

基本的方向

(3)
「健やか
な体」の
育成

①体力・運動能
力の推進

②食育の推進

③健康教育・安
全教育の推進

・個別の教育支援計画・指導計画を作成
し、教員が共通理解を図りながら個に応
じた指導を行っている。
・学校生活支援教員、スクールアシスタ
ントにより個別の支援ができている。
・心の健康づくり事業、スクールカウン
セラー、スクールソーシャルワーカー等
が有効に機能し、保護者や児童生徒の支
援を行うことができている。
・令和２年度、介助が必要な特別支援学
級児童に介助支援員を町独自で配置し、
円滑な学級運営に寄与している。

・兵庫県版「キャリア・パスポート」、
「キャリアノート」を活用したり、地域
との交流活動を通じて、発達段階や一人
一人の個性に応じた自己肯定感・自己有
用感の涵養に努めている。
・キャリア形成と自己実現につながる学
級活動の在り方について、引継ぎ研修・
実践が必要である。

基本的方向

(5)
特別支援
教育の推
進

①連続性のある
多様な学びの充
実

②一貫性のある
支援体制の構築
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評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○幼児一人一人の発達の特性に応じた質の高い保育・教育の推進 B

○特別な支援を必要とする幼児の指導 B

○保育園・幼稚園と家庭・地域の連携 B

○小学校教育との円滑な接続のための取組の充実 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

▲和楽器を使った音楽授業 　　　　　　　　　　▲中学校と小学校との合同ひまわり管理作業

▲コロナ対策のための密を避けた朝礼 　　　　　　　　　　▲コロナ対策のためのパーテーションを使用した授業

B

B

　保幼小の連携が取れており、さらに交流を深め、スムーズな教
育の接続をされたい。子育て支援は機運も高まり、多面的な協力
体制も実現している。それだけに親が子どもに背中を見せる場面
も減少しつつあるとも言える。親も巻き込んで情報共有からより
効果的な幼児教育を目指してほしい。

基本的方向

(6)
幼児期の
教育の充
実

①幼児期におけ
る教育の質の充
実

②開かれた園づ
くりの推進

B

・保幼小連携推進連絡会を年間２回開催
し、「幼児期の終わりまでに育ってほし
い姿」をそれぞれが意識した連携が行わ
れている。
・小学校、健康福祉課、事務局による保
育園訪問等を通じて、特別な支援を要す
る幼児の支援や入学後の対応について情
報共有し、小学校教育への円滑な接読に
向けて取り組んでいる。

-10-



評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○教職員としての基本姿勢の確立 B

○「兵庫県教員・管理職資質向上指標」等を活用した研修の充実 B

○佐用町教育研究所研修講座の充実 C

○地域人材等の積極的な活用の推進 C

○学校業務改善の取組等を通じた教職員の児童生徒と向き合う時間の確保 B

〇教職員の協働による学校運営の改善及び危機管理体制の構築 B

○教職員のメンタルヘルス体制の整備・充実 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○学校管理職の資質向上を図る研修の実施 B

○学校管理職の養成及び学校運営能力の向上 B

○心の教育に関する今日的な課題への対応 B

○チーム学校として組織的に対応できる体制づくり B

○いじめの未然防止と早期発見・早期対応の強化 B

○不登校等対策の推進 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

▲高齢者疑似体験授業

　　　　　　　　　　　　▲校外学習　消防署見学での体験授業

　教職員の研修機会は減ったが、これまでの識見に基づき適正な
学校運営がなされていたが、ICTの活用がさらに求められる中、
個々の努力だけではなく、研修の場を増やす必要がある。新たな
研修スタイル等、ウィズコロナと併せて企画されており、一層の
効果的研修を望みたい。特に評価アンケート等から研修項目を洗
い出し、即応的な課題等にも応えていくことが肝要である。

　少子化に加え、教職員数は充実しており、児童生徒一人一人の
指導が行き届いている。さらに心の教育に組織力を活かして取り
組みたい。管理職研修については、事務局が指導しつつ、特に管
理職受験前の研修が自主的に組まれていくような「しくみ」づく
りを検討する。生徒指導のあり方については、どんな人間を育て
たいかの視点を各教員が論理的、経験的、学問的に想定し研修会
等で検証しつつ、実行に移せる方策を構築する。

・コロナの影響で夏休みが９日間となっ
たため、例年の教育研究所主催講座が３
回に留まった。（Ｒ元年13回）
・校内研修においても、講師が派遣でき
ない等、各校とも実施に苦慮した。
・今後、ウイズコロナ、アフターコロナ
において、感染対策に配慮しつつ対面研
修、ＩＣＴを活用したリモート研修な
ど、新たな研修スタイルの組み合わせに
より、教職員の資質・教育力の向上に努
める必要がある。
・教職員の働き方改革では、コロナによ
る制約で従来事業を見直すきっかけにも
繋がり、業務改善への意識改革も徐々に
進んできている。

基本的方向

(2)
学校の組
織力の強
化

①管理職の確
保・育成

②生徒指導にお
ける組織的取組
の推進といじめ
等問題行動・不
登校への対応

２　一人一人の個性を生かした子どもたちの学びを支える環境の充実

基本的方向

(1)

教職員の
資質・能
力の向上
と働き方
改革の推
進

① 教 職 員 の 資
質・能力の向上

②教職員の働き
方改革の推進

B

B

B

B

B

B

・「佐用町いじめ防止基本方針」に基づ
き、各校で「学校いじめ防止基本方針」
を定め、組織としていじめの早期発見、
早期対応に努めている。
・学期に１回のアンケート調査を実施
し、いち早く子どもたちのＳＯＳを察知
できるよう努めている。ＳＮＳによるい
じめも増えており、更なる情報モラル教
育が必要である。
・「ほっとルーム」は、登校できない子
どもたちのよりどころとして、有効に活
用されている。
・青少年育成センターでは、指導員によ
る登校や放課後の子どもたちの様子を見
守り、問題行動の早期発見に努めてい
る。
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評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○教育環境整備の推進 B

○学校危機管理マニュアルの検証と見直し B

○ＩＣＴ環境の整備と活用の推進 B

〇教職員の情報モラル指導力等の向上 B

○教育費負担の軽減に向けた支援 B

○関係機関との連携 A

○今後の学校のあり方についての調査研究 B

○各学校・園間の円滑な接続とそのための教育活動の検証 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○家庭教育の充実に向けた支援 B

○保護者としての学びの支援 B

○開かれた学校・園づくりの推進 B

○地域との連携の推進 B

○学童保育の実施 B

○登下校中や地域における安全を守る取組 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

▲校外学習で地域の歴史を学ぶ

                      ▲中学生が小学生の指導をする「創自レクチャー」

　全児童生徒にタブレットを配布し、特別教室にエアコンが設置
がされ、教育環境は良くなっている。一方、運用管理が難しくな
るが、社会の変化・気候の変動に合った運用を望む。タブレット
ＰＣの活用方法については、効果的な研修を他の市町教員と意見
交換を積極的に行うなどして深めてほしい。
　就学支援については社会情勢を踏まえながら行政全体との認識
のもとに「プッシュする」行政としたい。

基本的方向

(3)
教育環境
の整備・
充実

①安全・安心な教育
環境の整備の推進

②ＩＣＴ等の先進的
な学習基盤の整備

③就学支援の充
実

④少子化に伴う今後の
学校のあり方の検討

B

B

B

B

B

・コロナ臨時交付金を活用し、特別教室
の空調や感染対策の整備が進んだ。
・電子黒板やデジタル教科書を各教科に
おいて積極的に活用することができてい
る。
・ＧＩＧＡスクール構想によりタブレッ
トが一人一台完備できた。今後、ＩＣＴ
の効果的な活用により、個に応じた深い
学びに繋がるよう研究・実践に取り組む
必要がある。また、発達段階に応じた情
報モラル教育も併せて実施する必要があ
る。
・少子化に対応した学校のあり方を検討
し、佐用町型連携教育に着手した。今
後、小中連携だけでなく小小連携・中中
連携など佐用町に適した教育を進めてい
く。

基本的方向

(4)

家庭と地
域による
学校と連
携した教
育の推進

①家庭の教育力
の向上

②地域の教育力
の向上

③安全・安心な
居場所づくり

　コロナ禍にあっても、工夫を凝らし、家庭・地域との連携がな
されている。学童保育は実態に即し条例改正するなど充実してき
ている。少子化、核家族化の中で、学童保育の果たす役割は大き
く、安全安心の中で、さらなる充実をめざし取り組まれたい。ま
た、オープンスクールについては保護者対象とした実施について
評価できるかどうかは、学校参観、保護者会との関連もあるの
で、地域住民の参観や意見の反映される方策も考えていく必要が
生じている。

B

B

B

B

・一般住民向けのオープンスクールはコ
ロナにより実施できなかったが、保護者
対象にした独自のオープンスクールを実
施した。
・学校評議員の意見や、学校関係者評価
を学校経営に活かすことができている。
・佐用学童が委託から直営に変わり、４
地域の学童間の連携強化を図った。
・学童保育条例を全面的に見直し、実態
に即した制度整備を図った。
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評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○学習環境の整備 B

○人権文化の創造 B

○図書館活動の推進 B

○芸術・文化活動の推進 B

○地域伝統文化等の保存・継承 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○歴史遺産・地域文化の保存継承 B

○文化財保存活用地域計画の推進 B

○地域の文化財等の活用 B

○学校・園における郷土学習の推進 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

評
価 施　策

評
価 主な取組

評
価

○生涯スポーツ等の普及・推進 B

○スポーツ大会等の開催・支援 B

○地域との連携・協働 B

○人材育成と競技力向上支援 B

成
果
と
課
題

評
価
委
員
の
意
見

　コロナ感染症など、社会情勢の変化により、新たな差別事象等
が発生している。今後も新たな事象に対応し、地道な人権啓発事
業の継続が必要。また、地域づくり協議会の活動とも連携しつ
つ、小単位での生涯学習が展開できるような施策も講じてみた
い。

　郷土学習にあっては、高年クラブと協力し、地域神社・文化遺
産・地域行事などに親子で積極的に参加させ、実学から興味関心
を引き起こすなど、特に保護者の協力を求めながら郷土愛につな
ぐ努力もしたい。

　コロナ渦の中、人と人との接触を避けるため、大規模イベント
の中止はやむを得ない。今後のイベント実施には、コロナを教訓
とした各種感染症に対する対応が必要である。また、高齢化の進
行する中、健康寿命を高めるための振興は大切であり、百歳体操
や健康体操等、工夫した普及については、高齢者はもとより、若
者や中高年についても普及を図ってほしい。

B

B

B

B

B

B

主体的に
生きるた
めの学ぶ
場の充実

①ライフステー
ジに応じた学び
の充実

②地域文化の継
承と創造

B

B

B

・コロナ禍で大規模なイベントは実施で
きなかったが、スポーツ推進委員等を対
象とした、「高橋尚子ランニングクリ
ニック」が開催できた。通常招聘が難し
い著名人によるレクリエーションスポー
ツ大会となり、生涯スポーツの普及と人
材育成・競技力の向上に繋がった。

・懸案であった利神城跡の応急対策工事
(３ケ年)に着手できた。今後、利神城跡
整備計画を策定し、本格的な保存・活用
に向けた整備が課題である。
・ふるさと教育では、地域探訪や地域の
歴史・文化財などを学ぶ機会が設けられ
ている。

基本的方向

(3)

生涯ス
ポーツ等
の推進と
環境づく
り

①健康寿命の延
伸

②スポーツ等による
地域活性化の推進

・事業実施が困難の中、さよう文化情報
センターや社会体育施設等のハード面で
の環境整備を実施した。
・人権啓発イベントでは、地道な人権文
化の創造に努めた。
・図書館は、コロナ禍でも可能な限り開
館し、その社会的役割を果たした。
・芸術・文化活動面でも、可能な限り作
品展等を開催し、文化活動や創作意欲の
維持・向上に努めた。

基本的方向

(2)
文化財等
の地域資
産の活用

①文化財の保存
活用

②「ふるさと教
育」の推進

３　人生100年を通じた学びの推進

基本的方向

(1)
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